
βラクタム系抗菌
と

アミノ酸輸液
の

配合変化の検証

点滴配合変化チーム



抗菌薬治療
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✓ 病態

✓ 組織移行性

✓ 投与量
✓ 腎機能 ・ 肝機能

✓ 相互作用
✓ 飲み合わせ

✓ 配合変化



目的

アミノ酸含有輸液とカルバペネム系抗菌薬の

配合変化による治療効果低下の報告がある。

カルバペネム系抗菌薬のみアミノ酸含有輸液配合変化を

おこすのか、その他βラクタム系抗菌薬も

配合変化をおこすのかを調査し、臨床で活かしたい。



アミノ酸含有輸液でカルバペネムの効果激減

治療効果に有意差があった

吉岡睦展 他： 日本化学療法学会誌 2008; 56(1): 1-6



他のβラクタム系抗菌薬ではどうか？



アミノ酸含有輸液と一緒に流さない

吉岡睦展 他： 日本化学療法学会誌 2008; 56(1): 1-6

抗生物質の効き目が低下します

アミノフリード
フルカリック1号、2号
ピーエヌツイン3号
アミノレバン

ハイカリック＋アミノレバン
ハイカリック+イスボール
ハイカリックRF+キドミン

L-システイン又はL-シスチンを
含むアミノ酸輸液

①メインルートを
止めて投与

（前後フラッシュ）

②別ルート（末梢）
より投与



L-システイン又はL-シスチンがダメな理由

板垣文雄 他： 医療薬学 2013; 39(9): 521-527
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※上記の反応は一例。
  複数の反応成績体が確認されている。

L-システインと反応しβラクタム環が開環



L-システインとメロペネムの反応はpHに依存

板垣文雄 他： 医療薬学 2013; 39(9): 521-527
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pKa 1.92 pKa 8.35 pka 10.46

SH基電子密度

大小

SH基の電子密度が高くなると求核性が高くなる

pH

化学同人出版 ブルース有機化学第5版（下）



N -アセチルシステインでは分解が低下

板垣文雄 他： 医療薬学 2013; 39(9): 521-527

95%以上残存

50%以下に低下
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